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(57)【要約】
【課題】一体化した床版と固定材の上下位置を容易に調
整する。
【解決手段】床版１１と大引２０，２２を一体化して床
を施工可能な床構造を備えた建物１であって、建物の床
版１１と、床版１１に予め一体化された固定材２０，２
２と、床版１１と一体化された固定材２０，２２を２つ
並設したときに、固定材間２０，２２に間隙をおいて少
なくとも２つの固定材２０，２２を支持する天板３１を
有する束３０と、を備え、束３０の上部には、天板３１
の高さを上下方向において変更するために間隙を通じて
操作される被操作部であるネジ頂部３７が設けられ、ネ
ジ頂部３７を操作することで、床版１１及び固定材２０
，２２の束３０に対する高さ調整を可能にしている。
【選択図】図５Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　床版と固定材を一体化して床を施工可能な床構造を備えた建物であって、
　前記建物の床版と、
　前記床版に予め一体化された固定材と、
　前記床版と一体化された固定材を２つ並設したときに、前記固定材間に間隙をおいて少
なくとも２つの前記固定材を支持する天板を有する支持部材と、を備え、
　前記支持部材の上部には、前記天板の高さを上下方向において変更するために前記間隙
を通じて操作される被操作部が設けられ、
　前記被操作部を操作することで、前記床版及び前記固定材の前記支持部材に対する高さ
調整を可能にしたことを特徴とする床構造を備えた建物。
【請求項２】
　前記天板は、
　前記固定材が嵌合可能な２つの受け部を備えることを特徴とする請求項１に記載の建物
。
【請求項３】
　前記受け部は、
　前記固定材に下側から当接する底壁と、
　該底壁から上方に突出し、前記固定材に外側から当接する外壁と、
　該底壁から上方に突出し、前記固定材に内側から当接する内壁と、を備えることを特徴
とする請求項２に記載の建物。
【請求項４】
　前記外壁及び前記内壁は、互いに近接するように前記底壁から上方に突出していること
を特徴とする請求項３に記載の建物。
【請求項５】
　２つの前記受け部は、接続部によって接続されており、
　該接続部に前記被操作部が配置されていることを特徴とする請求項２乃至４のいずれか
一項に記載の建物。
【請求項６】
　前記受け部は、前記固定材の長手方向において、前記固定材と係合する係合部を備えて
いることを特徴とする請求項２乃至５のいずれか一項に記載の建物。
【請求項７】
　前記床版には、前記被操作部の上方位置に穴又は切欠きが形成されていることを特徴と
する請求項１乃至６のいずれか一項に記載の建物。
【請求項８】
　建物の床を構成する床版と固定材を一体化した状態で、前記床版を前記固定材とともに
吊り上げる工程と、
　前記床版を吊り上げている間に、前記固定材を支持する支持部材を、該支持部材の上部
が少なくとも２つの前記固定材間に間隙をおいて支持するように前記固定材に組み付ける
工程と、
　前記床版及び前記固定材の前記支持部材に対する高さを調整するために、前記支持部材
の上部に設けられた被操作部を操作する工程と、を含み、
　前記被操作部を操作する工程は、前記間隙を通じて行われることを特徴とする床の施工
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建物及び床の施工方法に係り、特に、床版と固定材を一体化させて床を施工
可能な床構造を備える建物、及び、当該床構造を備える床の施工方法に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　建物の床構造として、床を構成する床版が大引等の固定材によって固定され、固定材が
束等の支持部材によって支持されている床構造は、既に知られている（例えば、特許文献
１参照）。特許文献１に記載の床構造では、支持部材（支柱）としての束が大引支持部と
支柱本体とベース部とを備えている。ベース部は、土間床等に接地される。大引支持部は
、角筒状の大引を嵌め込んで大引を固定する部分である。支柱本体は、大引支持部の下方
位置で大引支持部を支持する。また、支柱本体は、その中途位置にターンバックルを備え
ており、ターンバックルを回すことで支柱本体の高さを変更することが可能である。これ
により、大引支持部の上下位置を調整することが可能である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－１２１８８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載の床構造をはじめ、大引を束によって支持する床構造では、大引を束
に組み付けてから束のベース部を接地させ、その後、束の支柱本体の中途部分に設けられ
た被操作部（例えば、ターンバックル）を操作して大引の上下位置を調整する。この際、
支柱本体の被操作部を操作するには、支柱本体の側方から被操作部を把持したり操作用工
具を被操作部に近付けたりする。このため、従来の床構造では被操作部が操作し難くなっ
ており、特に、大引上に床版を載せた後に大引の上下位置を調整する場合には被操作部の
操作が著しく困難となる。
【０００５】
　そこで、本発明は、上記の課題に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは
、一体化した床版と固定材の上下位置を容易に調整することが可能な床構造を採用した建
物を提供することである。
　また、本発明の他の目的は、一体化した状態の床版と固定材の上下位置を容易に調整す
ることが可能な床の施工方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題は、本発明の建物によれば、床版と固定材を一体化して床を施工可能な床構造
を備えた建物であって、前記建物の床版と、前記床版に予め一体化された固定材と、前記
床版と一体化された固定材を２つ並設したときに、前記固定材間に間隙をおいて少なくと
も２つの前記固定材を支持する天板を有する支持部材と、を備え、前記支持部材の上部に
は、前記天板の高さを上下方向において変更するために前記間隙を通じて操作される被操
作部が設けられ、前記被操作部を操作することで、前記床版及び前記固定材の前記支持部
材に対する高さ調整を可能にしたことにより解決される。
【０００７】
　上記のように構成された本発明の建物によれば、固定材間の間隙を通じて被操作部を操
作することで、一体化した床版と固定材の上下位置を容易に調整することが可能となる。
【０００８】
　また、上記の構成において、前記天板は、前記固定材が嵌合可能な２つの受け部を備え
るとよい。
　上記の構成では、床版と一体化された固定材を２つ支持する際に天板がそれぞれの固定
材と嵌合可能な２つの受け部を備えているため、２つの固定材が間隙をおいて適切に支持
されるとともに、支持部材に対する固定材の組み付けを容易に行うことが可能となる。
【０００９】
　また、上記の構成において、前記受け部は、前記固定材に下側から当接する底壁と、該
底壁から上方に突出し、前記固定材に外側から当接する外壁と、該底壁から上方に突出し
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、前記固定材に内側から当接する内壁と、を備えるとよい。
　上記の構成では、底壁、外壁及び内壁に囲まれた空間に固定材が配置されるため、支持
部材の天板によって、固定部材を適切に支持することが可能となる。
【００１０】
　また、上記の構成において、前記外壁及び前記内壁は、互いに近接するように前記底壁
から上方に突出しているとよい。
　上記の構成では、外壁及び内壁が固定材を挟み込むように配置されるため、支持部材の
天板による固定部材の支持がより適切なものとなる。
【００１１】
　また、上記の構成において、２つの前記受け部は、接続部によって接続されており、該
接続部に前記被操作部が配置されているとよい。
　上記の構成では、２つの受け部を接続する接続部に被操作部が配置されているため、固
定材間の間隙を通じた被操作部の操作が容易なものとなる。
【００１２】
　また、上記の構成において、前記受け部は、前記固定材の長手方向において、前記固定
材と係合する係合部を備えているとよい。
　上記の構成では、受け部が固定材の長手方向において固定材と係合する係合部を備えて
いるため、受け部における固定材の長手方向の位置が安定したものとなる。
【００１３】
　また、上記の構成において、前記床版には、前記被操作部の上方位置に穴又は切欠きが
形成されているとよい。
　上記の構成では、床版の被操作部の上方位置には、開口部として形成された穴又は切り
欠きが設けられており、固定材の上下位置を調整する際には、この穴又は切り欠きを通じ
て被操作部の操作が可能であるため、被操作部を操作して固定材の上下位置を調整するこ
とが一層容易なものとなる。
【００１４】
　前記課題は、本発明の床の施工方法によれば、建物の床を構成する床版と固定材を一体
化した状態で、前記床版を前記固定材とともに吊り上げる工程と、前記床版を吊り上げて
いる間に、前記固定材を支持する支持部材を、該支持部材の上部が少なくとも２つの前記
固定材間に間隙をおいて支持するように前記固定材に組み付ける工程と、前記床版及び前
記固定材の前記支持部材に対する高さを調整するために、前記支持部材の上部に設けられ
た被操作部を操作する工程と、を含み、前記被操作部を操作する工程は、前記間隙を通じ
て行われることにより解決される。
【００１５】
　上述した本発明の床の施工方法によれば、床版と一体化した固定材を吊り上げている間
に支持部材の上部が少なくとも２つの固定材間に間隙をおいて支持するように固定材に組
み付ける。その後、支持部材を接地させてから、支持部材の上部に設けられた被操作部を
操作して、床版及び固定材の支持部材に対する高さ変更する。これにより、固定材の上下
位置が調整される。この際、支持部材に間隙をおいて支持された２つの固定材間の間隙を
通じて被操作部を操作する。このような手順であれば、固定材の上に既に床版が固定され
た状態であっても、固定材間の間隙から被操作部に容易にアクセスし得るので、当該被操
作部を操作して固定材の上下位置を簡単に調整することが可能となる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、固定材の上下位置を調整するために支持部材に設けられた被操作部を
調整する際、固定材間の間隙を通じて、床版の上方から被操作部にアクセスすることが可
能である。これにより、床版が固定材の上に固定された状態であっても、被操作部を容易
に操作することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
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【図１】本発明の建物における床構造の一例を示す模式図である。
【図２】床の組み立て手順を示す図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る支持部材の天板の外観図である。
【図４】本発明の一実施形態に係る支持部材の天板の上面図及び正面図である。
【図５Ａ】大引を束に組み付ける直前の状態を示す図である。
【図５Ｂ】大引が束に組み付けられた状態を示す図である。
【図６】床版を吊り上げている状態を示す図である。
【図７】変形例に係る床の組み立て手順を示す図である。
【図８】変形例に係る天板の受け部を示す図である。
【図９】変形例に係る天板の受け部を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の一実施形態（以下、本実施形態）に係る建物及び床の施工方法（床施工
方法）について図１乃至９を参照しながら説明する。
【００１９】
　なお、以下では、互いに直交する３つの方向をＸ方向、Ｙ方向及びＺ方向と呼ぶことと
する。ここで、Ｘ方向及びＹ方向は、水平方向である。より具体的に説明すると、Ｘ方向
は、後述する大引２０，２２の長手方向（所定方向に相当）に該当し、Ｙ方向は、大引２
０，２２の長手方向と交差（直交）する方向に該当する。また、Ｚ方向は、鉛直方向（上
下方向）である。
【００２０】
＜建物１の構成＞
　第一実施例に係る建物（以下、建物１）は、例えば複数階建ての住宅や建屋であり、１
階部分の床構造として、図１に図示した床構造を採用している。図１は、建物１における
床構造の一例を示す模式図であり、Ｘ方向から床１０及び床下ユニットＦＵを見た図であ
る。なお、図１に図示の床構造は、複数階建ての建物にのみ適用されるものではなく、平
屋等、一階建ての建物にも適用可能である。
【００２１】
　床１０は、パネル材である床版１１を床設置スペースに敷きつめて不図示の化粧材を床
版１１の上に固定することで構成されている。床版１１は、平面視で略長方形状の合板か
らなる。床下ユニットＦＵは、図１に示すように床１０と土間ＦＬとの間に配置され、床
１０を下方から支えるものである。床下ユニットＦＵは、同図に示すように固定材として
の大引２０，２２と、支持部材（支柱）としての束３０と、を備えている。
【００２２】
　大引２０，２２は、角筒状の鋼材からなり、その上端面に床版１１を載せた状態で当該
床版１１を固定する。床版１１は、その長辺が大引２０，２２の長手方向（Ｘ方向）と交
差した状態で大引２０，２２に固定される。また、大引２０，２２には、図２に示すよう
に、複数の床版１１（例えば、４つの床版１１）が大引２０，２２の長手方向、すなわち
Ｘ方向に沿って並べられた状態で固定されている。図２は、床１０の組み立て手順を示す
図である。
【００２３】
　床版１１と大引２０，２２と関係について詳しく説明すると、図２に図示のケースでは
、４つの床版１１を一単位（以下、パネル群と呼ぶ）とし、パネル群の下に２の大引２０
，２２が配置されている。各大引２０，２２の上にはパネル群（すなわち、４つの床版１
１）がＸ方向に並べられた状態で配置されている。厳密に説明すると、各床版１１は、平
面視で略直方形状をなしており、その長辺が隣り合う床版１１の長辺と重なるように配置
されている。
【００２４】
　図２に示すように、一端側の大引２０（以下、一端側の大引２０）には、Ｙ方向におけ
る各床版１１の一方の端部が載っている。他端側の大引２２（以下、他端側の大引２２）
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には、Ｙ方向における床版１１の他方の端部が載っている。また、図２に示すように、一
端側の大引２０及び他端側の大引２２は、Ｙ方向において床版１１の端よりも内側に位置
している。
【００２５】
＜束３０（支持部材）の構成＞
　束３０は、図１に示すように、大引２０，２２の下方位置で大引２０，２２を支持する
支持部材である。束３０は、Ｘ方向に沿って略一定の間隔で大引２０，２２に組み付けら
れる。なお、図２に図示した束３０の数は、図示の都合上、大引２０，２２に対して実際
に組み付けられる数よりも少なくなっている。
【００２６】
　また、束３０は、図１に示すように、２つの大引２０，２２を支持可能な天板３１を有
している。天板３１は、束３０の上方部分、より具体的には後述する筒状部３５ｂの上方
位置に設けられた上面視Ｈ字状の鋼材からなる。この天板３１は、図３及び図４に示すよ
うに、２つの受け部である第一受け部３２及び第二受け部３３と、２つの受け部を接続す
る接続部３４とを有する。天板３１は、１枚の鋼板を切断、折り曲げ加工することで形成
されている。図４の上図は、天板３１の上面図であり、図４の下図は天板３１の正面図で
ある。
【００２７】
　第一受け部３２は、互いに離間した状態で配置された一対の側壁である外壁３２ａ及び
内壁３２ｂと、外壁３２ａと内壁３２ｂを連結する底壁３２ｃとを備えている。図３及び
図４に示すように、外壁３２ａ及び内壁３２ｂは底壁３２ｃから上方に突出している。こ
こで、第一受け部３２と接続部３４との接続部において、内壁３２ｂが２つに分断されて
いる。外壁３２ａ及び内壁３２ｂは若干の弾性を有し、外壁３２ａ及び内壁３２ｂの上端
部同士の間隔（換言すると、第一受け部３２の上端開口）が広がるように撓むことが可能
である。
【００２８】
　第二受け部３３は、互いに離間した状態で配置された一対の側壁である外壁３３ａ及び
内壁３３ｂと、外壁３３ａと内壁３３ｂを連結する底壁３３ｃとを備えている。図３及び
図４に示すように、外壁３３ａ及び内壁３３ｂは底壁３３ｃから上方に突出している。こ
こで、第二受け部３３と接続部３４との接続部において、内壁３３ｂが２つに分断されて
いる。外壁３３ａ及び内壁３３ｂは若干の弾性を有し、外壁３３ａ及び内壁３３ｂの上端
部同士の間隔（換言すると、第二受け部３３の上端開口）が広がるように撓むことが可能
である。
【００２９】
　ここで、束３０は、図１に示すように、上述した天板３１と、鉛直方向に延出した支柱
本体３５と、支柱本体３５の土台をなすベース部３６とを有する。
【００３０】
　支柱本体３５は、ベース部３６に対して立設された部分であり、棒状のネジ部３５ａと
、ネジ部３５ａが挿入される筒状部３５ｂと、を有する。ネジ部３５ａの外周面には雄ネ
ジが形成されており、筒状部３５ｂの内周面に形成された雌ネジと係合（螺合）している
。
【００３１】
　そして、ネジ部３５ａが順回転すると、ネジ部３５ａが筒状部３５ｂに対して上昇し、
支柱本体３５の高さが増加する。反対に、ネジ部３５ａが逆回転すると、ネジ部３５ａが
筒状部３５ｂに対して下降し、支柱本体３５の高さが減少する。このように支柱本体３５
を含む束３０の高さは、ネジ部３５ａを回転させることで調整することが可能である。
【００３２】
　ネジ部３５ａを回転させる際には、ネジ部３５ａの上端部に設けられたネジ頂部３７を
、工具（例えばドライバーやプラグレンチ）によって操作する（回転させる）。つまり、
ネジ頂部３７は、束３０の上部に設けられた被操作部に相当し、束３０の高さを変更する
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際に操作される部分である。
【００３３】
　また、ベース部３６は、土間ＦＬに接地される部分であり、例えば、ゴム製のブロック
体等によって構成されている。
【００３４】
　図５Ａは、束３０の天板３１に大引２０，２２を組み付ける直前の状態を示す図であり
、図５Ｂは、束３０の天板３１に大引２０，２２に組み付けられた状態を示す図であり、
束３０の高さ調整が終了した段階の図である。なお、図５Ａ及び図５Ｂは、法線方向がＸ
方向であって後述の切り欠き１１ａを通過する断面を示した図となっている。
【００３５】
　接続部３４には貫通孔３４ａが設けられており、図５Ａに示すように貫通孔３４ａにネ
ジ部３５ａの上端部が挿通されている。換言すると、ネジ頂部３７は、接続部３４を貫通
して上方に突出していることになる。ここで、接続部３４の下面には、図５Ａ及び図５Ｂ
に示すように、リング部材３８（例えば、ワッシャー）が配置されている。リング部材３
８は、その孔と接続部３４の貫通孔３４ａとが連通するように接続部３４の下面に配置さ
れている。ネジ部３５ａの上端部は、リング部材３８を貫通して接続部３４を貫くように
配設されている。ここで、接続部３４を貫通したネジ部３５ａの上端部には、図１、図５
Ａ及び図５Ｂに示すようにリング部材３８と接続されたナット（以下、上方ナット３９）
が取り付けられている。上方ナット３９がネジ部３５ａの上端部に取り付けられることで
、大引２０，２２に組み付けられた束３０が大引２０，２２に対して固定される。
【００３６】
　そして、第一受け部３２は、図５Ｂに示すように、一対の側壁である外壁３２ａ及び内
壁３２ｂと、底壁３２ｃとによって囲まれたスペース内に大引２０を入れ込むことで大引
２０と嵌合する。より具体的に説明すると、大引２０は、図５Ａ及び図５Ｂに示すように
第一受け部３２の上方から第一受け部３２内部のスペースに入り込む。また、第一受け部
３２における一対の側壁である外壁３２ａ及び内壁３２ｂの間の間隔（横幅）は、大引２
０の両側部の間隔（横幅）と略一致する。このため、大引２０を第一受け部３２内に入れ
込む際、第一受け部３２の上端開口が広がるように外壁３２ａ及び内壁３２ｂが撓む。こ
れにより、大引２０がスムーズに第一受け部３２内に入り込むようになる。
【００３７】
　同様に、第二受け部３３は、図５Ｂに示すように、一対の側壁である外壁３３ａ及び内
壁３３ｂと、底壁３３ｃとによって囲まれたスペース内に大引２２を入れ込むことで大引
２２と嵌合する。より具体的に説明すると、大引２２は、図５Ａ及び図５Ｂに示すように
第二受け部３３の上方から第二受け部３３内部のスペースに入り込む。また、第二受け部
３３における一対の側壁である外壁３３ａ及び内壁３３ｂの間の間隔（横幅）は、大引２
２の両側部の間隔（横幅）と略一致する。このため、大引２２を第二受け部３３内に入れ
込む際、第二受け部３３の上端開口が広がるように外壁３３ａ及び内壁３３ｂが撓む。こ
れにより、大引２２がスムーズに第二受け部３３内に入り込むようになる。
【００３８】
　以上のように第一受け部３２内に大引２０が入り込み、第二受け部３３に大引２２が入
り込むことで束３０が大引２０，２２に組み付けられる。束３０が大引２０，２２に組み
付けられた状態において、ビス止め等を行うことで、大引２０と第一受け部３２との嵌合
状態及び大引２２と第二受け部３３との嵌合状態（換言すると、大引２０，２２に対する
束３０の組み付け状態）を安定させることが可能となる。
【００３９】
　また、束３０が大引２０，２２に組み付けられた状態では、図５Ｂに示すように、ネジ
頂部３７を含むネジ部３５ａの上端部が天板３１を貫通し、大引２０，２２の底よりも上
方に突出している。ここで、図１及び図５Ｂに示すように、大引２０及び大引２２は、そ
の間に間隙をおいて天板３１によって支持されており、該間隙にネジ頂部３７を含むネジ
部３５ａの上端部が位置している。
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【００４０】
　そして、図５Ａ及び図５Ｂに示すように、束３０が大引２０，２２に組み付けられた状
態においてネジ部３５ａの上端部の直上位置に在る部分には併設された２つの床版１１の
切り欠き１１ａがそれぞれ位置している。この２つの切り欠き１１ａは、その幅がネジ頂
部３７の外径よりも大きくなるように形成されている。より詳しく説明すると、２つの切
り欠き１１ａの幅は、上方ナット３９の最外径よりも若干大きくなっている。
【００４１】
　そして、ネジ頂部３７を操作する際には、切り欠き１１ａを通じて操作する形になる。
つまり、大引２０，２２に組み付けられた束３０の高さを変更する際には、切り欠き１１
ａを通って接続部３４を貫通したネジ頂部３７を操作する。この際、切り欠き１１ａを通
じてネジ頂部３７までアクセスしてネジ頂部３７を操作する形になる。
【００４２】
　以上の要領でネジ頂部３７を操作すると、束３０の高さが変更される。そして、束３０
の高さが変わると、これに伴って大引２０，２２の上下位置が変化する。つまり、ネジ頂
部３７の操作により、大引２０，２２に対する束３０の組み付け位置が上下方向において
変更される。ここで、組み付け位置とは、束３０の高さ方向（すなわち、Ｚ方向）におい
て、束３０のうち、大引２０，２２に組み付けられている部位の位置を意味する。
【００４３】
　より詳しく説明すると、ネジ頂部３７の操作によって束３０の天板３１の高さが変化す
る一方で、ネジ頂部３７に対する天板３１及び大引２０，２２の位置（相対位置）は、天
板３１に接続された上方ナット３９及びリング部材３８によって保持される。したがって
、束３０の高さが変わると、大引２０，２２に対する束３０の組み付け位置（具体的には
、天板３１の位置）が上下移動し、これに伴う形で大引２０，２２の上下位置が調整され
る。
【００４４】
　ここで、建物１の床構造では、大引２０，２２の上に床版１１が既に固定された状態で
あっても、束３０中のネジ頂部３７を操作して束３０の高さ（換言すると、大引２０，２
２の上下位置）を変更することが可能である。かかる構成について図２及び図５Ａを参照
しながら説明すると、床版１１において大引２０，２２の上に載った部分の近傍位置には
開口部が設けられている。
【００４５】
　より詳しく説明すると、床版１１において大引２０又は大引２２の上に載っている部分
近傍（すなわち、Ｘ方向における床版１１の端部）には、図２に示すように開口部として
の切り欠き１１ａが形成されている。切り欠き１１ａは、図２に示すように、Ｘ方向にお
いて互いに隣り合う２つの床版１１の各々の角部を略三角形状に面取りすることで形成さ
れている。また、切り欠き１１ａは、大引２０と大引２２の間の間隙の直上位置に設けら
れている。
【００４６】
　以上のように、床版１１において大引２０，２２の上に載っている部分の近傍、大引２
０，２２に組み付けられた束３０が有するネジ部３５ａの直上位置にある箇所には、開口
部としての切り欠き１１ａが設けられている。つまり、束３０の天板３１を貫通している
ネジ部３５ａの頂部（すなわちネジ頂部３７）は、切り欠き１１ａを通じて床版１１の上
方空間に対して露出している。このため、ネジ頂部３７は、切り欠き１１ａを通じて操作
可能となる。このような構成であれば、床版１１の上方から切り欠き１１ａを通じてネジ
頂部３７にアクセスしてネジ頂部３７を操作することが可能となる。
【００４７】
　また、１つの束３０の天板３１に、２本の大引２０，２２が支持されており、断面視に
おいて、２本の縦材（大引２０の左右の側壁及び大引２２の左右の側壁）によって床版１
１が支えられるため、大引１本で支持する場合よりも、断面二次モーメントが大きくなり
、構造の強度が向上するため、大引２０，２２の高さを低いものを用いることが可能とな
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る。また、大引の上面に床版１１が位置するため、床版１１の上に不図示の断熱材を配置
した場合、断熱材が連続した状態で配置可能であり、断熱効果に優れた床構造となる。
【００４８】
＜床の施工方法＞
　次に、本実施形態に係る床１０の施工方法について説明する。なお、以下では、図２に
図示した構造の床１０を施工する場合を例に挙げて説明する。
【００４９】
　本実施形態に係る床１０を施工する上では、先ず、床版１１をクレーン等によって吊り
上げて所定の配置場所（具体的には、建設途中の建物において床版１１を設置する場所）
まで搬送する。この時点で、床版１１は、既に大引２０，２２の上に固定されている。す
なわち、床版１１を吊り上げる工程では、図６に示すように、床版１１を大引２０，２２
の上に固定した状態で床版１１を大引２０，２２とともに吊り上げる。図６は、床版１１
を吊り上げている状態を示す図である。
【００５０】
　また、大引２０，２２の上には複数の床版１１（パネル群）がＸ方向に沿って並んだ状
態で固定されている。したがって、床版１１を大引２０，２２とともに吊り上げる際には
、図６に示すように、複数の床版１１（パネル群）を大引２０，２２とともに吊り上げる
。
【００５１】
　また、パネル群は複数の大引２０，２２に固定されており、一端側の大引２０には、Ｙ
方向における各床版１１の一方の端部が固定され、他端側の大引２２には、Ｙ方向におけ
る各床版１１の他方の端部が固定されている。以上の状態で複数の床版１１（パネル群）
を複数の大引２０，２２とともに吊り上げる。このように本実施形態では、床版１１を吊
り上げる段階で複数の床版１１が既に大引２０，２２に固定されている。これにより、複
数の床版１１を一度に吊り上げて効率よく搬送することが可能となる。
【００５２】
　本実施形態では、床版１１を大引２０，２２とともに吊り上げている間に束３０を大引
２０，２２に組み付ける。具体的に説明すると、束３０を大引２０，２２の下方から大引
２０，２２に近付ける。そして、上述した手順により、束３０が有する天板３１の第一受
け部３２に大引２０を嵌合させ、第二受け部３３に大引２２を嵌合させる。この際、束３
０が有するネジ部３５ａの上端部が、大引２０及び大引２２の間の間隙に配置される。こ
れにより、ネジ頂部３７を含むネジ部３５ａの上端部が束３０の天板３１を貫通した状態
で、束３０が大引２０，２２に組み付けられる（換言すると、大引２０が第一受け部３２
に嵌合し、大引２２が第二受け部３３に嵌合する）。
【００５３】
　その後、束３０のベース部３６を土間ＦＬに接地させた上で、大引２０，２２の上下位
置（すなわち、床レベル）を調整するために、各束３０が支柱本体３５に備えたネジ部３
５ａのネジ頂部３７を操作して束３０の高さを変更する。この際、床版１１において、ネ
ジ頂部３７の上方位置に形成された切り欠き１１ａを通じてネジ頂部３７を操作する。
【００５４】
　より詳しく説明すると、束３０が大引２０，２２に組み付けられた状態において、ネジ
頂部３７の直上位置には、床版１１に形成された切り欠き１１ａが設けられている。つま
り、ネジ頂部３７は、床版１１の上方空間に対して露出している。これにより、床版１１
の上方から切り欠き１１ａを通じてネジ頂部３７を操作し得るようになる。より詳しく説
明すると、作業者（すなわち、床の施工者）は、切り欠き１１ａを通じて工具を差し込み
、当該工具によってネジ頂部３７を操作してネジ部３５ａを回転させる。
【００５５】
　そして、ネジ部３５ａの回転によって束３０の高さが変更し、これに伴って大引２０，
２２の上下位置（床レベル）が調整される。最終的に大引２０，２２の上下位置が所望の
位置に達した時点で、作業者は、ネジ部３５ａの回転を停止する。天板３１の下面と上面
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には、リング部材３８及び上方ナット３９が接続されているため、これにより、大引２０
，２２が所望の高さに配置された状態で束３０が大引２０，２２に対して固定されるよう
になる。
【００５６】
　その後、断熱材、化粧材の設置等を含む後段の工程が実施される。そして、床１０の施
工に関する一連の工程が実施されることで床１０及び床下ユニットＦＵが完成し、これを
以て床１０の施工作業が終了する。
【００５７】
＜変形例＞
　以上までに、本発明の一実施形態に係る床構造を備えた建物及び床の施工方法について
説明してきたが、上記の実施形態は、本発明の理解を容易にするための一例に過ぎず、本
発明を限定するものではない。すなわち、本発明は、その趣旨を逸脱することなく、変更
、改良され得ると共に、本発明にはその等価物が含まれることは勿論である。
【００５８】
　特に、各部材の構造、材質、形状及び寸法等については、上記の実施形態の中で説明し
た内容に限定されず、本発明の趣旨を逸脱しない限りにおいて任意に設計することが可能
である。
【００５９】
　例えば、床版１１に設けられる、開口部としては、図２に示した切り欠き１１ａに限定
されるものではない。図７は、変形例に係る床１０の組み立て手順を示す図であり、図２
に対応する図である。例えば、図２において切り欠き１１ａが形成されている箇所に、切
り欠き１１ａの代わりに、図７に示すように円穴１１ｂ（穴の一例）が形成されていても
よい。円穴１１ｂが設けられていることで、天板３１を貫通しているネジ部３５ａの頂部
（ネジ頂部３７）は、床版１１の上方空間に対して露出するようになる。この結果、図２
Ｂに図示の構成においても、床版１１の上方から円穴１１ｂを通じてネジ頂部３７にアク
セスしてネジ頂部３７を操作することが可能となる。
【００６０】
　また、床版に切り欠きや円穴を設けて開口部を形成する以外の例として、隣接する床版
１１の間を所定間隔離間した状態となるように大引２０，２２を配置することで、天板３
１を貫通しているネジ部３５ａの頂部（ネジ頂部３７）が、床版１１の上方空間に対して
露出するように構成することも可能である。この場合、隣接する床版１１の間に大引の長
手方向に延在する開口部（間隙）が形成されることとなる。当該開口部（間隙）を、対応
する形状を有する板材や、詰め物を用いて埋めることも可能である。
【００６１】
　また、受け部における大引の固定は、上述したビス止め以外の方法によって行うことも
可能である。以下、受け部の変形例について図８及び図９を参照して説明を行う。図８及
び図９では、第一受け部３２のみを図示しているが、第二受け部３３も同様の構成とする
ことが可能である。
【００６２】
　図８に示す第一受け部３２では、外壁３２ａ及び内壁３２ｂが互いに近接するように底
壁３２ｃから上方に突出している。この場合、大引２０が第一受け部３２に嵌合した際に
、外壁３２ａ及び内壁３２ｂが大引２０を外側から挟み込むように配置されるため、天板
３１の第一受け部３２に対する大引２０の支持がより適切なものとなる。
【００６３】
　図９に示す第一受け部３２では、大引２０の長手方向において、大引２０の端部と係合
する係合部３２ｄを備えている。より詳細には、第一受け部３２の底壁３２ｃから折り曲
げられて係合部３２ｄが形成されている。係合部３２ｄは、若干の弾性を有し、角筒状の
大引２０を底壁３２ｃと係合部３２ｄの間に挿入することで、底壁３２ｃと係合部３２ｄ
の間の間隔が広がるように撓むことが可能である。図９に示す例では、第一受け部３２が
大引２０の長手方向において係合部３２ｄと係合するため、第一受け部３２における大引
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２０の長手方向の位置が安定したものとなる。
【００６４】
　また、上記の実施形態においては、束３０の上部に設けられたネジ頂部３７を操作する
ことにより束３０の天板３１の上下位置を調整することとしたが、これに限られない。例
えば、ネジ部３５ａに取り付けられるリング部材３８と上方ナット３９とを連結して構成
したナット体を回すことにより、天板３１の上下位置を調整する機構としてもよい。
【００６５】
　また、ベース部３６に対しては、下面に接着剤を塗布して土間ＦＬと接合してもよいし
、ベース部３６から土間ＦＬに向けて釘等の固着具を打ち込んで固定してもよい。
【００６６】
＜本発明に係る床構造を備えた建物及び床の施工方法の作用＞
　本発明に係る建物は、床版１１と大引２０，２２（固定材）を一体化して床１０を施工
可能な床構造を備えた建物１であって、建物１の床版１１と、床版１１に予め一体化され
た大引２０，２２と、床版１１と一体化された大引２０，２２を２つ並設したときに、大
引２０，２２間に間隙をおいて少なくとも２つの大引２０，２２を支持する天板３１を有
する束３０と、を備え、束３０の上部には、天板３１の高さを上下方向において変更する
ために間隙を通じて操作されるネジ頂部３７（被操作部）が設けられ、ネジ頂部３７を操
作することで、床版１１及び大引２０，２２の束３０に対する高さ調整が可能である。
【００６７】
　上記の建物によれば、固定材である大引２０，２２の間隙を通じて、被操作部であるネ
ジ頂部３７を操作することで、一体化した床版１１と大引２０，２２の上下位置を容易に
調整することが可能となる。
【００６８】
　また、天板３１が、２つの大引２０，２２が嵌合可能な２つの受け部、第一受け部３２
及び第二受け部３３を備えているため、２つの大引２０，２２が間隙をおいて適切に支持
されるとともに、束３０に対する大引２０，２２の組み付けを容易に行うことが可能とな
る。
【００６９】
　また、受け部（第一受け部３２及び第二受け部３３）は、大引２０、２２に下側から当
接する底壁３２ｃ，３３ｃと、底壁３２ｃ，３３ｃから上方に突出し、大引２０、２２に
外側から当接する外壁３２ａ，３３ａと、底壁３２ｃ，３３ｃから上方に突出し、大引２
０、２２に内側から当接する内壁３２ｂ，３３ｂと、を備えており、底壁３２ｃ，３３ｃ
、外壁３２ａ，３３ａ及び内壁３２ｂ，３３ｂに囲まれた空間に大引２０，２２が配置さ
れるため、支持部材の天板によって、大引２０、２２を適切に支持することが可能となる
。
【００７０】
　また、外壁３２ａ及び内壁３２ｂは互いに近接するように底壁３２ｃから上方に突出し
ており、外壁３２ａ及び内壁３２ｂが大引２０を挟み込むように配置されるため、束３０
の天板３１による大引２０の支持がより適切なものとなる。
【００７１】
　また、２つの受け部（第一受け部３２及び第二受け部３３）は、接続部３４によって接
続されており、接続部３４にネジ頂部３７が配置されているため、大引２０，２２間の間
隙を通じたネジ頂部３７の操作が容易なものとなる。
【００７２】
　また、受け部（第一受け部３２）は、大引２０の長手方向において、大引２０と係合す
る係合部３２ｄを備えているため、受け部における大引２０の長手方向の位置が安定した
ものとなる。
【００７３】
　また、床版１１には、被操作部であるネジ頂部３７の上方位置に切り欠き１１ａ又は円
穴１１ｂが形成されているため、大引２０，２２の上下位置を調整する際には、この切り
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欠き１１ａ又は円穴１１ｂを通じてネジ頂部３７の操作が可能であるため、被操作部を操
作して大引２０，２２の上下位置を調整することが一層容易なものとなる。
【００７４】
　本発明に係る床の施工方法は、建物１の床１０を構成する床版１１と大引２０，２２を
一体化した状態で、床版１１を大引２０，２２とともに吊り上げる工程と、床版１１を吊
り上げている間に、大引２０，２２を支持する束３０を、束３０の上部が少なくとも２つ
の大引２０，２２間に間隙をおいて支持するように大引２０，２２に組み付ける工程と、
床版１１及び大引２０，２２の束３０に対する高さを調整するために、束３０の上部に設
けられた被操作部であるネジ頂部３７を操作する工程と、を含み、ネジ頂部３７を操作す
る工程は、間隙を通じて行われる。
【００７５】
　上記の床の施工方法によれば、床版１１と一体化した大引２０，２２を吊り上げている
間に束３０の上部が少なくとも２つの固定材２０，２２間に間隙をおいて支持するように
束３０に組み付ける。その後、束３０を接地させてから、束３０の上部に設けられたネジ
頂部３７を操作して、大引２０，２２の束３０に対する高さ変更する。これにより、大引
２０，２２の上下位置が調整される。この際、束３０に間隙をおいて支持された２つの大
引２０，２２間の間隙を通じてネジ頂部３７を操作する。このような手順であれば、大引
２０，２２の上に既に床版１１が固定された状態であっても、大引２０，２２間の間隙か
らネジ頂部３７に容易にアクセスし得るので、当該ネジ頂部３７を操作して大引２０，２
２の上下位置を簡単に調整することが可能となる。
【符号の説明】
【００７６】
１　建物
１０　床
１１　床版
　１１ａ　切り欠き（開口部）
　１１ｂ　円穴（開口部、穴）
２０　大引（固定材）
２２　大引（固定材）
３０　束（支持部材）
３１　天板
３２　第一受け部
　３２ａ　外壁
　３２ｂ　内壁
　３２ｃ　底壁
　３２ｄ　係合部
３３　第二受け部
　３３ａ　外壁
　３３ｂ　内壁
　３３ｃ　底壁
３４　接続部
　３４ａ　貫通孔
３５　支柱本体
　３５ａ　ネジ部
　３５ｂ　筒状部
３６　ベース部
３７　ネジ頂部（被操作部）
３８　リング部材
３９　上方ナット
ＦＵ　床下ユニット
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